
1974 年東大理□4  
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  )0()0()0( fbafcf     0)0()()0(
2

 afbcf  

 

同様に、  0)0()()0(
2

 agbcg も導かれる。 

3)より )0()0( gf  であるから、 )0(),0( gf  は 0)(2  atbct の相違なる 2解である。 

 

解と係数の関係より agf  )0()0( 、3)より 1)0()0(  gf であるから 1a  ……(答) 

 

なお、このとき 04)( 2  bcD であり、 01)(2  tbct は相違なる 2実数解を持つ。 


